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２．防脱臭技術の内容

防脱臭技術の内容、つまり臭気対策の方法は非常に多く、臭気を出さない工夫（臭気発生抑

制）、効果的臭気捕集、効率的脱臭装置の設置および適切な維持管理までを考えた対策が必要

である。また、発生源に応じた防脱臭技術にも、その規模と費用において大きな相違がある。苦

情の解決や未然防止のため、必要にして十分な対策を講ずることが肝要である。

＜解説＞

防脱臭技術の適用を考える場合、その範囲と内容として次のような点を検討することが

必要である。

①臭気発生を抑制するか軽減する工夫

②効果的な臭気の捕集

③適切な脱臭装置・システムの設置

④適切な維持管理

防脱臭対策の第一の基本は、可能な限り臭気を発生させないよう発生源での対策を行う

ことである。発生源での対策には原料・材料の変更、作業内容の改善、施設や機械の構造

や配置の変更などが考えられる。つぎに、発生源での対策により臭気の発生を十分に軽減

した上で臭気を効率よく捕集して排気又は脱臭装置に導くことが重要である。

その際には臭気の性状を的確に把握して、どのような臭気を捕集するのか、また局所排

気や全体排気をどこから、どんな方法で、どれだけの風量を吸引捕集するのか、又は排気

するのかについての検討を進める必要がある。

実際に効率的な脱臭装置を選定する場合の留意点や適切な維持管理については、３章以

下に詳述するが、防脱臭技術を適用する際に検討すべき一連の事項と概念を図２－１、２に示

す。
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（１）事前調査

①発生源の特性の把握

臭気発生工程、稼動条件、臭気ガス特性

②周辺環境

地形、境界線までの距離

③法規制（規制値の有無、方法）

④制約条件

設置スペース、耐荷重、ユーティリティー、予算

⑤臭気低減目標の設定

脱臭後ガス濃度・臭気指数

（２）臭気発生量の抑制・軽減

（３）臭気の捕集①原料・材料の見直し、変更

②作業内容の改善

③施設、機械の構造や配置の変更

①吸引フードの位置・型式の検討

②脱臭風量の算定

③ダクトの設計（サイズ、抵抗）

（４）脱臭装置・システムの設置

①脱臭装置の入口及び出口条件の設定

②脱臭方式の選定

性能、価格（設備費、運転費）、ユーティリティー

③前処理・後処理装置の検討

④工事発注

⑤施工管理

⑥試運転

（５）維持管理

①点検項目、頻度

②臭気の測定（公定法、簡易法）

③補修及び交換

④異常時の対応

図２－１ 防脱臭技術の導入フロー
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図２－２ 防脱臭技術の概念図 

 

①臭気を出さない工夫 ②適切（効果的）な臭気の

捕集

③適切な脱臭装置・システ

ムの設置
④適切な維持管理

防脱臭技術

例）作業工程の見直し、原材

料の見直しなど

例）脱臭装置の設置 

ダクト・フードワークの見直し

例）ダクトワーク、フードワー

ク、脱臭装置の設置など

例）日常・定期点検、臭気測定

公定法、簡易法）




